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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

９
月
16
日
（
祝
・
月
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

総
合
学
科
教
授
）　

会
費　

会
員
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

歯
科
臨
床
・
学
術
部

接
遇
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ「
心
に
響
く

接
遇
力
」

日
時　

９
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

35
人

講
師　

 

美
馬
孝
至
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
大
阪
病
院
歯
科
口
腔

外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
南
部
地
区

抗
血
栓
療
法
患
者
、慢
性
腎
臓
病
患
者
の
歯
科
治
療

日
時　

９
月
21
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
堺
市
駅
下
車
す
ぐ
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
、
泉
州
地
区
準
備
会

審
査
と
個
別
指
導
の
傾
向
と
対
策

日
時　

９
月
29
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

35
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

経
税
部

明
日
か
ら
役
立
つ
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
予
防
法　

最
新
の

雇
用
助
成
金
制
度
に
も
触
れ
て

日
時　

10
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人　

講
師　

 

窪
木
拓
男
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研

究
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
再
生
補
綴
学
分
野
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※
抄
録
を
今
号
に
掲
載

10
月
度
生
涯
研
修

臨
床
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
顎
関
節
症
の
診
断
と
治
療

口
腔
顔
面
痛
や
口
腔
運
動
器
疾
患
を
治
療
す
る
立
場
か
ら

近
鉄
大
阪
線

長
瀬
川帝キネ橋

樟蔭学園
　樟徳館

長瀬駅

東大阪市

大東市

大
阪
市

八尾市

帝
キ
ネ
橋

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

⑩機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

社
会
問
題
描
く
作
品
生
ん
だ
撮
影
所

　

近
鉄
・
長
瀬
駅
か
ら
北
へ

約
５
０
０
㍍
、
現
在
の
樟
蔭

女
子
大
学
・
樟
徳
館
が
あ
る

あ
た
り
に
「
東
洋
の
ハ
リ
ウ

ッ
ド
」
と
言
わ
れ
た
帝
国
キ

ネ
マ
長
瀬
撮
影
所
が
あ
っ

た
。
樟
徳
館
前
に
は
「
帝
国

キ
ネ
マ
長
瀬
撮
影
所
跡
」
の

銘
鈑
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
前
を
流
れ
る
長
瀬
川

に
「
帝
キ
ネ
橋
」
が
架
か

り
、
そ
れ
を
偲
ば
せ
る
。

　

帝
国
キ
ネ
マ
演
芸
株
式
会

社
は
１
９
２
０
年
（
大
正
９

年
）
５
月
に
改
組
設
立
さ

れ
、
31
年
（
昭
和
６
年
）
８

月
28
日
改
組
消
滅
し
た
戦
前

の
映
画
制
作
会
社
。
28
年
、

長
瀬
川
河
畔
に
敷
地
面
積
約

３
万
平
方
㍍
、
そ
し
て
３
千

平
方
㍍
の
屋
内
ス
テ
ー
ジ
２

棟
を
備
え
る
広
大
な
「
長
瀬

撮
影
所
」
を
新
設
し
た
。

　

し
か
し
、
過
剰
な
設
備
投

資
の
影
響
や
ラ
イ
バ
ル
で
あ

る
日
活
や
松
竹
の
現
代
劇
の

映
画
制
作
が
関
東
大
震
災
か

ら
復
興
し
、
洗
練
さ
れ
た
作

品
を
送
り
出
す
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
帝
キ
ネ
の
映
画
興

行
も
難
し
く
な
り
、
29
年
以

後
は
松
竹
と
提
携
し
映
画
制

作
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

30
年
２
月
に
は
厳
し
い
検

閲
を
か
い
く
ぐ
り
完
成
し
た

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
映
画
「
何
が

彼
女
を
そ
う
さ
せ
た
か
」
が

大
ヒ
ッ
ト
し
、
学
生
や
イ
ン

テ
リ
層
の
間
で
も
評
判
に
な

る
。
し
か
し
、
同
年
９
月
30

日
の
夜
半
に
出
火
し
、
ス
タ

ジ
オ
が
焼
失
。
長
瀬
撮
影
所

は
２
年
で
姿
を
消
し
た
。
以

後
、
同
社
の
映
画
は
京
都
・

太
秦
の
松
竹
太
秦
撮
影
所
を

借
り
て
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
・
藤

森
成
吉
の
戯
曲
「
何
が
彼
女

を
さ
う
さ
せ
た
か
」
が
原
作

に
な
っ
て
い
る
。
27
年
に
書

か
れ
た
こ
の
作
品
は
、
生
活

苦
か
ら
孤
児
と
な
っ
た
少
女

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
、
８
月
４
日
に
「
親
子

で
文
楽
を
楽
し
む
会
」
を
開

き
、
22
人
が
参
加
し
た
。
今

年
の
演
目
は
「
金
太
郎
の
大

ぐ
も
退
治
」
と
「
瓜
子
姫
と

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
」。

　

公
演
終
了
後
に
は
、
人
形

遣
い
の
桐
竹
勘
十
郎
氏
の
案

内
で
恒
例
と
な
っ
た
舞
台
裏

見
学
会
が
開
か
れ
た
。
桐
竹

氏
は
舞
台
装
置
に
つ
い
て
子

ど
も
た
ち
に
も
分
か
り
や
す

く
解
説
し
た
後
、
舞
台
に
登

場
し
た
人
形
と
の
記
念
撮
影

を
し
た
。

参
加
者
の
感
想

　

ひ
と
つ
の
人
形
を
遣
う
の

に
、
３
人
も
い
る
と
は
じ
め

て
知
り
ま
し
た
。
一
人
ひ
と

り
て
い
ね
い
に
役
を
演
じ
て

く
れ
ま
し
た
の
で
、
金
太
郎

が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る

の
か
と
て
も
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
文
楽
を
見
に
行
け
て

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

大
塚
悠
太
君（
小
学
３
年
生
）

が
次
々
と
辛
酸
を
舐
め
、
絶

望
し
て
教
会
に
放
火
す
る
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
当
時

の
世
相
を
反
映
し
評
判
と
な

っ
た
。

　

藤
森
は
、
執
筆
し
た
翌
年

の
28
年
に
実
施
さ
れ
た
第
１

回
普
通
選
挙
に
、
労
働
農
民

党
公
認
で
、
出
身
地
長
野
か

ら
立
候
補
す
る
が
、
結
果
は

落
選
。
こ
の
選
挙
で
労
農
党

か
ら
唯
一
当
選
し
た
の
が
京

都
第
２
区
選
出
の
山
本
宣
治

で
あ
る
。
労
農
党
は
、
様
々

な
国
民
の
暮
ら
し
を
守
る
活

動
、
反
戦
平
和
の
活
動
に
精

力
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
戦
争
撲
滅
の

た
め
に
奮
闘
せ
よ
！
」
だ
っ

た
。
落
選
し
た
藤
森
は
、
ド

イ
ツ
に
渡
る
が
帰
国
後
の
33

年
２
月
、
治
安
維
持
法
違
反

で
検
挙
さ
れ
て
い
る
。

　

日
中
戦
争
が
始
ま
る
（
31

年
９
月
）
直
前
に
、
社
会
問

題
を
鋭
く
描
く
映
画
を
つ
く

っ
た
長
瀬
撮
影
所
が
突
然
出

火
し
、
全
焼
し
た
の
は
何
と

な
く
疑
念
が
残
る
。
戦
中
、

映
画
界
が
、
満
州
国
建
国
に

お
け
る
「
王
道
楽
土
」（
ア

ジ
ア
的
理
想
国
家
を
東
洋
の

徳
に
よ
り
統
治
す
る
）
の
夢

を
描
き
、
軍
隊
の
士
気
や
国

民
の
戦
意
を
昂
揚
さ
せ
る
た

め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
こ
と
を
考
え
る
と
な
お
さ

ら
だ
。 
（
つ
づ
く
）

な
ど
、
顎
口
腔
系
の
症
状
を
修

飾
す
る
全
身
疾
患
の
知
識
、
お

よ
び
抗
う
つ
剤
や
抗
不
安
薬
な

ど
の
臨
床
薬
理
学
的
知
識
が
不

可
欠
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
の
患
者
の
訴
え
る
症
状

を
理
解
し
解
決
す
る
た
め
に

は
、「
狭
義
の
咬
合
」
と
顎
関

節
症
と
い
う
捉
え
方
か
ら
脱
却

し
、「
脳
や
自
律
神
経
機
能
を

統
合
し
た
よ
り
広
義
の
咬
合
」

と
口
腔
顔
面
痛Orofacial 

Pain

、
口
腔
運
動
器
疾
患Oral 

Motor Disorder

と
い
う
学
際

的
な
シ
ナ
リ
オ
が
必
要
と
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
講
演
で
は
、
こ
の
よ
う
に

千
差
万
別
な
顎
関
節
症
患
者

を
、
地
域
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア

医
療
機
関
と
我
々
地
域
の
中
核

病
院
が
如
何
に
共
同
し
て
ケ
ア

で
き
る
か
を
、
医
科
と
の
共
同

作
業
を
含
め
た
病
診
連
携
を
促

進
す
る
立
場
か
ら
考
え
て
み
た

い
。

り
も
、
経
過
良
好
群
で
は
過
剰

治
療
を
防
ぎ
、
難
治
例
で
は
積

極
的
に
医
療
資
源
を
投
入
す
る

個
体
医
療
へ
の
シ
フ
ト
が
望
ま

れ
て
い
る
。

　

一
方
、
我
々
は
通
常
の
保
存

療
法
が
奏
功
し
な
い
重
度
変
形

性
顎
関
節
症
や
難
治
性
、
慢
性

筋
痛
の
病
態
解
明
な
ら
び
に
新

規
治
療
法
の
開
発
を
目
指
し
て

き
た
。
特
に
、
ペ
イ
ン
サ
イ
エ

ン
ス
の
進
歩
は
、
末
梢
レ
ベ
ル

に
加
え
て
中
枢
レ
ベ
ル
の
痛
み

に
対
す
る
感
受
性
の
調
節
機
構

の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

の
よ
う
な
、
難
症
例
で
は
、
さ

ら
に
更
年
期
障
害
や
甲
状
腺
機

能
異
常
、
精
神
心
理
学
的
問
題

　

こ
の
よ
う
な
実
証
主
義
的
概

念
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
本
疾
患
の
自
然
史
に
関
わ
る

デ
ー
タ
が
必
須
で
あ
っ
た
。
そ

の
結
果
、
か
な
り
の
部
分
の
顎

関
節
症
は
進
行
性
で
あ
る
と
は

い
え
な
い
（self-limiting
で
あ

る
）
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
各
々

の
病
態
に
お
け
る
治
療
法
の
効

果
が
再
検
討
さ
れ
、
治
療
概
念

の
リ
フ
ァ
イ
ン
が
行
わ
れ
る
一

方
、
未
だ
に
治
療
効
果
が
十
分

上
が
ら
ず
慢
性
に
経
過
す
る
患

者
群
の
存
在
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
患

者
の
内
在
性
の
病
態
を
無
視
し

た
均
質
な
医
療
を
展
開
す
る
よ

　

顎
関
節
症
と
は
、
顎
関
節
や

咀
嚼
筋
の
痛
み
・
機
能
障
害
を

主
症
候
と
す
る
包
括
診
断
名
で

あ
り
、
そ
の
有
症
候
者
率
の
高

さ
か
ら
歯
科
医
に
と
っ
て
避
け

て
通
れ
な
い
疾
患
で
あ
る
。

　

近
年
、
患
者
の
立
場
に
立
っ

た
ケ
ア
（patient-centered 

care

）
や
臨
床
事
実
に
立
脚
し

た
医
療
（evidence-based 

practice

）
の
遂
行
が
顎
関
節

症
治
療
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
い
か
な

る
臨
床
決
断
に
お
い
て
も
、
現

在
得
る
こ
と
が
で
き
る
最
善
の

臨
床
事
実
を
も
と
に
患
者
の
立

場
に
立
ち
多
面
的
な
判
断
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

10月度生涯研修抄録

臨
床
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

　
　
　

顎
関
節
症
の
診
断
と
治
療

親子で文楽を鑑賞
人形見られてうれしい

―
口
腔
顔
面
痛
や
口
腔
運
動
器
疾
患
を
治
療
す
る
立
場
か
ら
―

窪
木
拓
男
⎛
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
再
生
補
綴
学
分
野
教
授
⎞

⎝
岡
山
大
学
病
院
顎
関
節
症
・
口
腔
顔
面
痛
み
外
来
責
任
者　
　
　
　
　
　
　
　
　

⎠

長瀬川に架かる「帝キネ橋」が帝国
キネマ長瀬撮影所跡を物語っている

舞台裏で解説を受けた子どもたちと
桐竹勘十郎氏（右端）　　　　　　

日
時　

10
月
14
日
（
祝
・
月
）
午
後
１
時
30
分
出
発

集
合　

地
下
鉄
谷
町
線
「
阿
倍
野
」
駅　

南
改
札

解
散　

午
後
４
時
30
分
頃　

南
海
「
岸
里
玉
出
」
駅

案
内　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）

主
な
コ
ー
ス　

上
町
台
地
の
岸
壁
↓
吉
田
兼
好
藁
打
石
↓
大

阪
最
古
の
撞
球
場
↓
熊
野
街
道
↓
岸
の
姫
松
跡
↓
天
下
茶

屋
遊
園
地
跡
↓
阿
倍
野
神
社
↓
紀
州
街
道
↓
天
下
茶
屋
跡

※
散
策
後
、
天
下
茶
屋
で
懇
親
会
を
予
定
（
３
千
円
程
度
）

会
費　

無
料
、
懇
親
会
は
実
費

大
阪
市
南
部
地
区

古
地
図
で
歩
く
大
阪「
阿
倍
野
区
か
ら
西
成
区
ま
で

―
熊
野
街
道
と
紀
州
街
道
を
歩
く
」


